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選
択
的
夫
婦
別
姓
の
法

案
が
28
年
ぶ
り
に
国
会
審

議
入
り
し
ま
し
た
。

　

研
究
者
・
技
術
者
の
場

合
の
実
態
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
科
学
・
技
術
・
工

学
な
ど
１
１
１
の
学
協
会

が
加
盟
す
る
男
女
共
同
参

画
学
協
会
連
絡
会
は
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
関

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

　
　
　
研
究
者
・
技
術
者
の
実
態
調
査

　
制
度
導
入
に
女
性
は
８
割
が
賛
成

　
旧
姓
使
用
の
女
性
研
究
者
に
ト
ラ
ブ
ル
偏
る

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
同
連
絡

会
に
加
盟
す
る
学
協
会
の

会
員
に
対
し
約
２
カ
月
間

行
い
、
７
５
８
２
人
が
回

答
し
ま
し
た
。
50
代
、
60

代
の
女
性
で
は
１
割
以
上

が
事
実
婚
の
経
験
が
あ
り
、

回
答
し
た
研
究
者
・
技
術

者
の
67
％
、
女
性
で
は

83
％
が
選
択
的
夫
婦
別
姓

の
導
入
に
賛
成
で
し
た
。

  

法
律
婚
を
し
て
改
姓
し
、

旧
姓
を
通
称
と
し
て
使
用

し
て
い
る
人
は
女
性
で

72
・
６
％
、
男
性
は
４
・

６
％
と
女
性
に
偏
っ
て
い

ま
し
た
。
49
歳
以
下
の
女

性
で
は
８
割
以
上
が
通
称

使
用
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

法
律
婚
を
し
て
改
姓
し

た
人
か
ら
は
「
研
究
の
一

貫
性
を
示
す
の
に
苦
労
し

て
い
る
」の
声
が
あ
り
、通

称
使
用
を
し
て
い
る
人
の

う
ち
78
・
３
％
が
ト
ラ
ブ

ル
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
通
称
（
旧
姓
）

使
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は

女
性
研
究
者
に
偏
っ
て
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
（
図
）。

あなたの声を国会に

　

日
本
共
産
党
は
現
有
19

議
席
か
ら
14
議
席
に
後
退

す
る
悔
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も

２
人
区
で
は
現
有
３
議
席

を
守
り
、
３
人
区
で
新
た

な
議
席
を
得
る
な
ど
重
要

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
が
候
補
者

を
擁
立
し
た
24
の
選
挙
区

の
得
票
は
、
48
万
９
０
８

４
票
（
12
・
18
％
）。
昨
年

の
総
選
挙
比
例
で
、
同
じ

地
域
で
得
た
37
万
５
０
８

４
票
（
７
・
95
％
）
を
上

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
日
本
共
産
党
東
京
都
常
任
委
員
会
（
概
要
）

回
り
、
昨
年
の
衆
院
選
挙

の
到
達
点
か
ら
大
き
く
押

し
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
に
つ
な
が
る
前
向

き
の
成
果
で
す
。

　

ま
た
少
な
く
な
い
選
挙

区
で
、
他
の
野
党
の
方
々

と
協
力
し
て
た
た
か
う
こ

と
が
で
き
、「
市
民
と
野
党

の
共
闘
」
が
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

小
池
都
政
の
与
党
で
あ

る
自
民
党
は
過
去
最
少
の

議
席
と
な
り
ま
し
た
。
自

民
・
公
明
・
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
合
計
で
は
後
退
、

小
池
都
政
に
対
し
て
都
民

が
厳
し
い
審
判
を
下
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

新
し
い
都
議
会
で
、
日

本
共
産
党
は
、
都
民
の
み

な
さ
ん
と
の
運
動
と
共
同

し
、
野
党
間
の
協
力
を
強

め
、
公
約
の
実
現
に
全
力

を
あ
げ
る
決
意
で
す
。
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都
議
会
議
員
選
挙
。「
自

民
党
が
大
敗
し
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
が
第
一
党
に

な
っ
た
」「
共
産
党
が
19
議

席
か
ら
14
議
席
に
後
退
し

た
の
は
残
念
」「
で
も
２
人

区
で
3
人
、
３
人
区
で
４

人
も
当
選
し
た
」「
共
産
党

は
同
じ
選
挙
地
域
の
比
較

で
、
昨
年
の
総
選
挙
よ
り

得
票
、
得
票
率
と
も
増
え

て
い
る
」「
参
政
党
の
外
国

人
排
除
の
主
張
は
間
違
っ

て
い
る
」「
次
は
参
院
選
。

自
民
党
政
治
を
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
軍
が
イ
ラ
ン

の
核
施
設
を
爆
撃
。「
米
国

本
土
の
基
地
か
ら
爆
撃
機

が
出
撃
し
、
バ
ン
カ
ー
バ

ス
タ
ー
と
い
う
地
下
攻
撃

用
の
爆
弾
を
投
下
し
た
」

「
国
際
法
や
国
連
憲
章
を

無
視
し
た
無
法
行
為
で
許

さ
れ
な
い
」「
日
本
政
府
は

米
国
に
配
慮
し
て
静
観
の

態
度
だ
が
な
さ
け
な
い
」

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
広

島
、
長
崎
を
引
き
合
い
に

成
果
を
誇
示
す
る
と
ん
で

も
な
い
発
言
を
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
２
０
３
５

年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
％
の

軍
事
費
で
一
致
。「
驚
い

た
。
ト
ラ
ン
プ
の
要
求
を

　

国
境
の
島
・
沖
縄
県
の

与
那
国
島
（
人
口
約

１
６
５
０
人
）
で
、
人
気

ド
ラ
マ
「
Ｄ
ｒ
．
コ
ト
ー

診
療
所
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
診
療
所
か
ら
医
師

が
い
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
島
で
唯
一
の
町

立
診
療
所
に
医
師
を
派
遣

す
る
公
益
社
団
法
人
地
域

医
療
振
興
協
会（
東
京
都
）

が
、
撤
退
の
意
向
を
示
し
、

そ
の
理
由
に
「『
台
湾
有

事
』
へ
の
懸
念
」
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
「
住
民
の
中
に
賛
否
両

論
あ
る
な
か
、
苦
渋
の
選

択
で
自
衛
隊
基
地
を
受
け

入
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
自

衛
隊
が
来
て『
台
湾
有
事
』

を
理
由
に
、
こ
れ
ま
で

あ
っ
た
診
療
所
が
な
く

な
っ
た
ら
本
末
転
倒
だ
」。

そ
う
憤
る
の
は
町
議
会
の

崎
元
俊
男
議
長（
無
所
属
）

で
す
。

　

農
民
運
動
全
国
連
合
会

（
農
民
連
）
は
11
日
、農
水

省
に
緊
急
要
請
し
、
意
見

交
換
を
実
施
。

　

生
産
調
整
と
い
う
減
産

強
要
と
需
給
見
通
し
の
誤

コ
メ
不
足
と
高
騰
解
消

農
民
連
が
農
水
省
に
要
請
行
動

　
米
増
産
へ
政
策
転
換
を

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

有
森
裕
子
氏
が
日
本
陸

連
の
会
長
に
選
出
。「
女
性

の
会
長
就
任
は
初
め
て
」

「『
陸
上
が
愛
さ
れ
て
楽
し

ま
れ
、
元
気
に
な
っ
て
い

く
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
』
と
の
思
い
を
語
っ
て

い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
カ
ラ
列
島
近
海
を
震

源
と
す
る
地
震
。「
震
度
４

の
地
震
が
頻
発
し
て
い

る
」「
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
猛
暑
が
続
い
て
い
る
」

「
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

発
生
し
て
い
る
」「
27
日
、

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

抗
っ
て
い
る
の
が
、
伝
統

的
家
族
観
。
家
父
長
制
に

も
と
づ
き
、
男
女
は
結
婚

し
て
男
性
は
外
で
働
き
、

女
性
は
家
を
守
り
子
供
を

育
て
る
と
い
う
も
の
。

　

家
族
社
会
学
の
落
合
恵

美
子
・
京
都
産
業
大
教
授

は
実
証
的
な
研
究
か
ら
、

▽
明
治
維
新
前
は
女
性
は

８
割
が
働
い
て
い
た
▽
女

性
の
就
業
率
が
結
婚
・
出

産
で
下
が
る
「
Ｍ
字
カ
ー

ブ
」
は
明
治
初
期
に
は
な

か
っ
た
▽
同
時
期
の
離
婚

率
・
婚
外
子
出
生
率
と
も

現
代
よ
り
高
か
っ
た
、

等
々
。
伝
統
的
家
族
観
は

令
和
カ
ラ
ク
リ
の
ぞ
き

伝
統
的
家
族
は
伝
統
？

り
か
ら
米
不
足
が
起
き
た

失
政
を
指
摘
。
生
産
者
に

生
産
調
整
を
押
し
つ
け
る

だ
け
の
「
需
要
に
応
じ
た

生
産
」
方
式
を
改
め
る
こ

と
、
米
生
産
者
へ
の
直
接

支
払
制
度
に
よ
っ
て
水
田

稲
作
経
営
の
安
定
的
拡
大

を
は
か
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
ま
た
備
蓄
米
放
出
に

本
来
の
販
売
方
法
を
無
視

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

す
ん
な
り
受
け
入
れ
る
な

ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」「
ド

イ
ツ
は
防
衛
費
を
２
０
２

９
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
・
５
％

に
引
き
上
げ
る
計
画
を
発

表
し
た
。危
険
な
動
き
だ
」

「
話
し
合
い
で
解
決
す
る

べ
き
だ
。
軍
事
力
の
対
抗

に
未
来
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

最
高
裁
判
決
、
生
活
保

護
費
減
額
は
違
法
。「
生
活

保
護
費
の
大
幅
引
き
下
げ

は
憲
法
25
条
の
生
存
権
に

反
す
る
と
し
た
画
期
的
な

判
決
だ
」「
全
国
29
都
道
府

県
で
１
０
０
０
人
以
上
が

裁
判
に
訴
え
て
き
た
」「
判

決
後
に
掲
げ
て
い
た
『
司

法
は
生
き
て
い
た
』
の
文

字
が
輝
い
て
い
る
」「
原
告

の
生
活
実
態
を
テ
レ
ビ
で

報
道
し
て
い
た
が
、
本
当

に
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
だ
っ

西
日
本
が
梅
雨
明
け
し

た
」「
例
年
よ
り
３
週
間
も

早
い
」「
東
日
本
の
梅
雨
明

け
も
近
い
？
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ベ
ラ
ン
ダ
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
朝
顔
が
よ

う
や
く
一
輪
ず
つ
咲
き
始

め
た
」「
ゴ
ウ
ヤ
が
店
頭
に

並
び
始
め
た
」

し
た
古
古
米
・
古
古
古
米

の
「
放
出
」
で
流
通
部
門

が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　
「
日
米
貿
易
交
渉
で
農

産
物
の
輸
入
拡
大
に
反
対

す
る
請
願
署
名
」
４
万
５

３
６
２
人
分
を
手
渡
し
ま

し
た
。

近
代
か
ら
高
度
成
長
期
に

作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

「
伝
統
的
」と
言
う
に
は
割

と
新
し
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
家
族
観
は
時
代

に
よ
り
変
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
変
化
を
認
識
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
す
す

め
る
こ
と
が
大
事
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

“Dr. コトー”いなくなる？
　沖縄・与那国町が無医島に

　　背景に基地増強


